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Abstract　Atypical　polypoid 　adeIlomyoma （APA ＞is　a 　rare 　variant   f　adenomyonla 　and 　is　believed

to　occur 　in　premenopausal 　women 　and 　t  　folln、v　a 　benign　course ．　We 　report 　a　posLmenopausa ｝case

of　the　endometria1 丑denocarcinoma 　associated 　wi 亡h　and 　probably 　arising 　fr〔〕m 　APA ．Ourcase 　raises

the　possibility　tha亡 A ｝
｝A　discovered　in　postmenopausal　wonlen 　may 　progress　to　endometrial

adenocarcinoma 　iTコ sonle 　 cases ．
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　　　　　　　　　緒　　言

　Atypical　po ］ypoid 　adenomyoma に ， 子 宮体癌

が合併 す る こ とは ， 極 め て 稀で あ り，本邦 で は い

まだ報告が な い ．今 回 ， 我々 は閉経後 に発 見 され

た Atypical　polypoid 　adenomyoma に ， 子宮体癌

を合 併 した症例 を経験 し た の で 文献的考察 を加 え

て報告す る，

　　　　　　　　　症　　例

　症例は 56歳． 2 回経妊 2 回経産婦．閉経 は5 歳．

既 往歴 と家族歴 に特 記事項 はな い ．

　現 病歴 ：子 宮癌検 診 を希望 し て 近 医 を受診 し，

子 宮頸部細胞診 は claSS 　1で あ っ たが ， 子 宮内膜細

胞診 で dass　IV と判定 され ， 1997年1〔｝月29日 に当

科 へ 紹介 さ れ 受診 した．

　初 診時所見 ： 内診 で は ， 子 宮 は前傾 前屈，鶏卵

大で 可動性は 良好で ， 両側付属器 に は，腫瘤 を触

知 しな か っ た ．腟分 泌物 や 帯 下 も異常 を 認 め な

か っ た．経腟 超 音波 検査 で は 子 宮内腔 に 径約 20

mm の腫 瘤 を認 め た．　MRI で は ， 子宮内腔 に充 満

す る約 3  × 22 × 25mm の 腫瘤 を認 め ，
　T1 強調画像

で 筋層 と等信号 を呈 し ，
T2 強 調画像 で は不均

一
な

高信号 を呈 した （写真 1），ヒ ス テ ロ ス コ ープ に て

子宮底部 よ り突 出 し ， 表面 の
一一部 が乳頭状 に 増殖

した polypoid　mass が 観察された ．再検 した 子宮

内膜細胞診で class 　V
， 子宮内膜の 掻爬 組織診 で

子 宮 内膜癌 と診断した ． 1997年 12月17日に ，単純

子 宮全摘 出術 ， 両側付属器 摘出術 ，骨盤内 リン パ

節 生検 を施行 し ， 臨床進行期 Ia と診 断 さ れた．摘

出標 本 （写真 2）で は子 宮底部か ら 内腔 に 突 出 した

淡 黄色 で ， 約3  mm 径 の ，茎 の ほ と ん ど な い ポ

リープ状 の 腫 瘤 を認 め，表面 の 約 6G％が 乳頭状 に

増殖 して い た ．子 宮内膜 は萎縮状 で あ り， 頸部 お
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よび両側付属器 に異 常は な か っ た ．病理 組織学的

に は ， polypoid 皿 ass は軽度の細胞異型 を伴 う子

宮内膜 腺 の 腺腫性増殖を認 めた ．問質に は子 宮 内

膜 間質細胞 と紡錐型細胞 の増 殖を認 めた ．紡錐 型

細胞 の
一

部 は ，
SMA 染色 や HHF35 染 色 で は陽 騰

　　　　　 写 真 1 、MRI 所 見

子 宮内 の 踵 瘤 は 不 均
一

な 高信号 を呈 し て い る．

で ， 平滑筋細胞 と診 断 した．紡錐型 細胞 と平 滑筋

細胞 に は軽度の 異型 が み られ た が 核分裂像は 強拡

10視野 中 2 個以 下 で あ っ た．以 上 よ り こ の polyp −

oid 　mass は Atypical 　 polypoid　 adellomyoma と

診 断 さ れた． また， p
’
olypoid 　mass の 後方半 分 に

は endometrioid 　adenocarcinoma （Grade　2）を認

め た．Atypical　polypoid 　adenoniyoma と腺 癌 に

は 明 ら か な 移行部 を認 め （写真 3
，

4 ），
Atypical

polypoid 　adenomyoma よ り発生 した 子 宮体癌 と

　 　 　 　　 　写真 3　 組織像 （HE 像）

左
．
卜部 は紡錘 型 の 間質細胞 に 囲 まれ た 異 型 内膜腺組

織．右 h の endometrioid 　 adenocarCinoma へ の 移行

像 が み られ る ．

　

　

　 　 　 　　 　 写真 2　 摘出標本

左側 ：子宮底部右側 よ り発生 した polypoid 　mass ．

イ
ー
1側 ：表面 の 約 60％ に 乳頭状増殖 を認 め る．
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写真 4　 組織像 （HE 拡 大 像）

診 断 した ．腫瘤以 外 の 子 宮内膜 は ，萎縮像 を呈 し

て い た ．症例 の 術 後経 過 は順調 で
， 退院後は外来

に て 経過観 察中で あ る が再 発徴 候 は 認 め て い な

い ．

　　　　　　　　　考　　察

　Atypical　 pDlypoid　adenomyoma は ユ981年 に

Mazur が報告
1｝した ， 閉経前 に 好発 し，不正 性器 出

血 を主 な 主 訴 と す る ， 稀 な疾 患で あ る．肉眼 的 に

は子宮 内膜 よ り発 生す るポ リープ状 の 腫瘤 で ， 組

織学的所見で は ，

一
部に扁平上皮化生 を伴 う内膜

腺の 増殖 と ， 問質の 平滑筋 細胞 の 増殖 を特徴 と し，

エ ス トロ ゲ ン との 関連性が 示 唆 され てお り ， 悪性

変化 は な い とい わ れ て い た．しか し Lollgacre　et

al ．！）は Atypical　polypojd　adenomyoma の な か に

間質 の 紡錘型細胞が 免疫組 織染色 に よ り平滑筋細

胞 の 特徴 を示 さ ず ，
Atyplcal　polypoid　adenomyo −

fibroma と思わ れ る 症例 や増殖 した 内膜腺管 の な

か に ， 高度 の 細 胞 異 型 や 構 造 異 型 を も つ low

malignant 　potentia1な症例 を報 告 し て い る ．今 回

の 症例は
， 紡錘型 細胞 の

一
部に しか ，SMA 染色や

HHF35 染 色 で 陽 性 の 平 滑 筋 細 胞 が 認 め ら れ な

か っ た こ と よ り，Longacre　et　aL2 ，
の い う、　 Atypi・

cal 　 polypoid　 adellomyofibroma の 範疇 に 入 る も

の と思わ れ た ．さ ら に 近年．
Atypical　 polypoid

adenomyoma か ら発生 した と考 え られ る腺癌が

3 例報告
3）
“’5］

され て お り ，
こ の うち 2例

3）4）は閉経

後 の症 例 で あ っ た．今 回 の 症 例 で は ， Atypical

po ！ypoid　adenomyoma の 発生時期 は不 明 で あ る

が ， 病 理 組 織 学 的 に Atypica ］ polypoid

adenornyoma か ら endometrioid 　adenocar −

cinoma へ の移行像が み られ た． また ，
　 Atypical

polypo ｛d　adenomyoma 以外 の 子宮内膜腺 は萎縮

し て お り， 閉経 後 に 何 ら か の 因 子 で Atypical

polypoid　adenomyoma 内の 腺組織が悪 性変化 を

起 こ した可能性が 強 く示唆 された ．

　 現在 ， Atypical　polypoid 　adellomyoma は ，そ

の 病因や 病態 ， 予 後な ど に い まだ 不 明 な点が 多 い

も の の ， 閉経前 に 発症 す る良性疾患の 範疇 に 入れ

られ て お り ，

・．一般 に保存 的治療が行わ れ て い る．

し か し ， Atypical　polypoid　adenomyoma の なか

に は悪性変化 を伴 うもの が ある こ とや ， 子 宮内膜

掻 爬 診 で は ， 子 宮体 癌 と誤 診 され る例 が あ る こ

と
2〕
か ら ， 特に 閉経 後に 発見 され た症例 に は ， よ り

慎重 な取 り扱 い が 必要 と思 わ れ た．
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